
－ 農林水産省食育イベント全国キャラバン －

ついついこんなことしてませんか？

2024年10月10日（木）
時間 ： 13：30～15：30 （受付13：00～）

会場 ： ウインクあいち（名古屋市）

どうしたら良いか、いっしょに考えましょう！

ご家庭で余っている食品があれば
お持ちください。寄付いただいた
食品は、フードバンクを通じて
こども食堂へ届けます。

「MOTTAINAI」は毎日新聞社の登録商標です

詳しくは裏面の【フードドライブの注意事項】をご覧ください。



お問合せ先 東海農政局消費・安全部 消費生活課
担当：食育推進班 052-223-4651

講師：日本女子大学 家政学部 家政経済学科

教授 小林 富雄（こばやし とみお）氏

◆事例紹介

株式会社バローホールディングス 管理本部 サステナビリティ推進室長 秋元 武氏

スーパーマーケット事業における取り組み。フードドライブ、食品残さの飼料化(エコフィード)など。

わいわい子ども食堂プロジェクト 運営委員長 杉崎 伊津子氏

愛知県名古屋市で３つのこども食堂などを運営。共食の場、居場所作りについて。

株式会社コークッキング 代表取締役CEO 川越 一磨氏

食品ロス削減を目的としたフードマッチングアプリ「TABETE」の開発・運営。

東海学院大学 健康福祉学部管理栄養学科 学生のみなさん
消費者庁から認定を受け「食品ロス削減推進サポーター」として活躍。リメイク料理レシピ。

テーマ：
◆基調講演

学生

・名古屋大学大学院生命農学研究科博士後期課程修了

（博士〈農学〉）

・名古屋市立大学大学院経済学研究科博士後期課程

短期履修コース修了（博士〈経済学〉）

・ドギーバッグ普及委員会 委員長

会場：ウインクあいち 11階 1101会議室（愛知県名古屋市中村区名駅4-4-38）

対面（会場参加）：先着50名
オンライン（Web参加）：先着100回線
対象者：どなたでも参加いただけます

応募は以下のコードより

応募締切
10.４ (金)

「食品ロスはなぜ減らないのか？」

【フードドライブの注意事項】

寄付をいただきたい食品：賞味期限が１か月以上先で、常温保存が可能な未開封品

～お米※、缶詰、乾物、インスタント・レトルト食品、調味料、お菓子、飲料（アルコール飲料を除く）～

受付できないもの：生鮮食品、びん詰めのもの、開封されているもの。

※お米：精米は精米日から半年を越えたもの、玄米は収穫時期から２年を超えたものは受付できません。


